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全身性時移を来Lfこ食道扇千上皮癌の一例
京都大学医学部外科事~室銘2~荷IA' （主任官柳安誠教授）
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Squamous Cell Cancer of the Esophagus with 

Generaliz:ed Metastasis. H.eportりfa Case. 

from the Second Surgical Divisio；‘i, Kyoto University '.¥Iedical School. (Prof. Dr. Y.AOY AGI) 

by 

Soichiro KINOSHITλ 

In this paper was reported a case of squamous cell cancer of the esophagus in an woman 

aged 54, who had had the dinical symptoms for about a year and died of general cachexia. 
The cancer took the origin from the mucosa of the esophagus, metastasing di任uselyin 

the cicatrices of operation and moxa, phalanges, footbones and vertebra. 

Autopsy, howe¥・er, re,・ealed no. obvious metastatic tumors in the organs of the pleural 

and the peritoneal ca vit:es, or in the lymph-nodules, but few small metastatic tumors on 
the surface of the lungs. 

Histologic examination disclosed that the metastat;c tumor was due to an hematogenous 
extension. 

症 例

54才．女．

入院約1ヶ月前より， l府下関難を訴え，約1時間程

休んでいると楽になる．はじめ米飯はお湯で流しこん

でいたが，現在は閤形物は通らない．物を侵攻すると

多民のi！平液分泌があり， Rつ惑心H匝吐を j~すこともら

る．

既往症： 約1年前，阻石症の手術をうけた．

家族~ ： 兄が同じような嚇下附難症で，現在他院

で放射線療法をうけている．

現症： 入院時，栄養や込衰え，赤血減数236万の貧

赤， 52%の淋巴球増多を認め，肝機能は中等度に障碍

せられ，ピリノレヒ‘ン係者tは，モイ レングラハト40，血

清スベルミシ反応；陽性．

胸部は左右均衡，心・肺・肝に外国iからは異常を認

めないし，またどこにも淋巴腺腫脹をふれない．

レ線透視の結果，狭窄は気管分岐部で，約 5cmに

認められ，完全閉鎖は寸、しておらず，アトロピシ投与

後20分で，通過はや λ良好となる．食道鏡検査の結

果，門歯から30cmの苦I；で，右側後墜を主と して殆ん

ど全周にわたり，出血性の宇野な隆起をもった腫湯があ

り，動脈性持動は認められない． 一部組織を採取して

検鏡の結果，扇平上皮筏でらった．

約 1ヶ月間，非経口的栄養補給と共に， nr機能陀話連

等を行い，会身状態の快復をまって陸揚刻出を行う目

的で，先ず空腹壌を造設したが， 不幸にも限局性腹股．

炎をおこして不成功に終り，次で宵盤を造設したとこ
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ろが，再びカテ戸テnによる胃穿孔を来し，更に横隔

膜を貫いて， f合も食道寝が胸肢に穿通したかの感をい

？とかしめる状態を惹起した．為に全身状惣は一時悪化

し，この快復には3ヶ月を要したので，遂に根治手術

の時期を失ってしまった．

すべてが順調に運ばれていた場合に，この麗場の別

出が果して可能でーらったか否かは別とし，この失敗は

一方に於て興味ある現象をもたらした. .up ·~，手術癒

痕，灸綴痕をはじめとし，指骨’，足骨，脊椎等の短骨

々績，更に肺に転移を来した．その経過を追って述べ

ると（図1参照）．

①入院後6ヶ月刊に，まず見出されたのは，右季

肋部の胆石症手術綴痕の，而も嘗てのドレ戸シ搬入昔ll

に，有痛性の術指商大，半王者状強生誕が生じ，何時しか

その表聞が潰湯性となり，組織液がわずかな血液を混

じて，宇~：な凹凸を有する赤褐色の肉芽様組織から分泌

せられる厳になって来た．聞も指圧によって癌乳様の

白色牽引性粘液様物が認められ，試験切片でカングロ

イドなる事が判明じた（宣言真1参照）． それでl自ーちに

この腫湯を周囲組織を含めて別出したが，腫湯は約小

児手拳大で， 一部肋軟骨，肝下回に迄浸潤しており，

割図像は．！火白均等な弾性硬の組織で，その中心は簸

死に陥っていた．

⑦更に17-'月後に，右第 W ~JI:尖の転移に気付L ・
7ζ．この部は発見の約2ヶ月前，娘痘の診断で切開し

たのであるが，その創が治癒することなく積場となり

有痛性に瞳脹して来たものである．試験切片鏡検の結

果は，同じく カングロイ ドで，伎の分裂像，細胞の

形，原形質の透明度等，凡て先の腹壁腫湯とほ笠岡一

傾向を示した（写真2参照）．それで蹄JM:関節で離断．

標本は末節は完全に破壊せられ，かつ基節も脆弱にな

って，手術時手でひきちぎれたほどでるる（写真3'(1)

宣言真2 右第 WE止尖組織

写真3 (1）右~~ N凶！／！ι移

写真3 (2）左示指転移

参照）．

①更に2週後，左示指尖で，爪根部が灰白色にff¥

床から浮び上り，自然痛強〈，示指尖全体が11-状指の
如くなって来て，レνトグシ写真－を癒ると，末節｛象一t

完全にt向失している．中基節間関節で離断．標本は骨

髄全休が破骨性浸j悶をうけている．この場合外傷を該

部にうけた蛍はない．組織標本は同じくカシタロ fド

でるる（写真3(2), 4' 5参照）. 

＠更に1ヶ月後，右足全体に有痛性腫脹を来し，

疹痛のため睡椴もとれない状態となり，レントゲン娠
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宣言真4 左示指レシトゲν

影の結＇.I'dt，第 Ln, m模状骨，骨生子骨，舟状伶に
特に著しい破骨性変化を認め，その他の足骨も全般に

影像ヵ：透明となっており， ！Ji'＆－｛が：~h守となり，脇脹し

て箆界不鮮明である．

⑦ 問じ頃に，布J母指，右環指，左第1Mの尖端が

有1高性に蹟脹L, t線｛象で各々末ド[Ji（＇骨般語専（象を示し

た．

実E痛を除く意味で，形、て右足及びその他の鹿I部を切

断．右足の投潤は， JC：関節をこえて下肢’F-l’下織にも従

んでいる（写真。参間入

写真6 右足離断標本

＠ー更に1ヶ月後，今度（;tf,ljj側軍事部の約貨幣大の灸

痕に，ケロイド織の無席性，偏平な腫脹を来した．先に

認めた右季肋部手術綴痕に生じたものと同じ形であっ

たので，演場を作るr~i.iに易llf却した．組織標本は，やは

りカシグロイドである．

⑦更に同じ頃より，強烈な腰痛の出現と左側の強

い！！~骨神経痛を訴える様になった．外見上変化は認め

なかったが， ミエログラフイ F の対照，腰椎E～E椎

間軟骨の芦iさで，モルヨド戸 1iは一旦停止し，右側を

通ってようやくにして滴下するのを認めた．恐らく硬

膜外の臨場ならんと判断した．之等に関係して，跨脱

i削易陣侍， Sn, Illの領域に知覚幸ifi麻が現れ， その部
日後に大きい傍創を作った．

この頃より，忠者は次第に末期的な状態に附］），根

性［！｛痛のたれに，日夜苦悩より逃れることなし大量

の1~；＇~0，鎮静薬の投与 4，手伝って，芳、液質ft僧強，肝

機；Ji::も不良とな 1）， 心安弱を加えて，入院後11ヶ月目

にff亡した．

fill検所見： 企l仕c-1t，気管分岐部；から下部7cmに

わたり，全周をとりまく手L~状の寝騒を認め，表国It
所々で潰場を作り，i.IJ燃はゾンデヵ：辛じて通ずる程度
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である．周問臓器との関係は，左脈々門より下集の内

回iにわたり，大動脈では大動脈弓より下部，殆んど横

隔膜、：孟の部にわたl]＼＇！＇，＇に癒着し，左右気管支の一部そ

まきこむが如くに，臨海全体の大いざとして大入手拳

大以上に達し，大動脈内肢は，数ヶ所にアテローム変

性がを〉るのみで，気管内穿孔はi認められなし．ぎた淋

f写真7 食道 11奇

図2 食道！高

，）＇.：：~静静

i 

日骨

争0fp全邑老

ι椅

H長

巴腺腫脹は大動脈に沿い現豆大のもの2～3個を認め

るだけである．左肺下集前面下端に数個の指頭大，右

肺下袈裁に上薬下端に貌豆大の各 恥々、移と思われる割

問白色の硬結がある．肝下聞には再度の手術による綴

痕に一致し，小児手拳大の大綱を含んだ煙場を認めた

が，以前この部から別出した転移と同大同性質のもの

である．肝実質には松移百置は発見されなかった（空事真

7，図2参照）．

考察

本症例（；！：，臨宋症状から推論して，降、発’畠ft.食道結

膜より発宅しだ癌慣と断ずるの他なく，専ら胃棲より

の栄養補給と，家族の賞讃に価する手厚い看護によっ

て， 1年近くの遅過をとって売に至ったものである

が，最も興味~ることは，骨，手術綴痕雪F，各々遠隔

の却に， 2～3ヶ月の聞に急に相前後して同一性状の

扇平上皮f高が多持したことである．臨場の骨転移とし

ては，諸家の報告では，脊椎，肋骨，脅線，大腿骨，

胸骨，岡兼管当Fに多いと言われているが，本石F例に於
ては，先ず指祉の末端が好んで侵され，脊柑には2よ

りおくれて転移し，更に骨以外にも，手術騒痕に早期

に転移を来している.I高腫の骨転移を木す目撃ー器として

は，男子で白1ij(す腺，女子では乳腺よりのものが多いと

され，食道よりするものは稀で，私のしらべたところ

では，最近では，中山氏の大腿骨等に転移せる 1例を

みたのみでらる．

最初香川主，すべてが果して伝移によるものが百か

の判断に苦しんだのでるるが，そのj庫湯組f乱細胞が，

いずれも同じ形態をとっている事から，一連の転移と

考え，また急に連続相次で起ったことから，恐らくは

原発筏が比較的大きな血管墜に穿通して，そこで初め

て血行性伝砂を来したものでなかろうかと想像した．

然し剤検所見では，大動脈には勿論のこと，肺動静

写真B 肺転移箆組織
市 ・E也で！：；，＂‘園鋪．‘aι 唱•c＂忽
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四t，空静脈のいずれにも，肉眼的にはそのような所見 耀痕，一灸搬痕，指脱骨，足骨，脊推等の骨股骨髄惑い・

を発見することが出・j（なかった．然し膏々は，肺l厳転 は骨穏に転移を！とした1症例を報告した．

移の組織で，健倖にも血管内に縫盤的に叉浮泌性に存 剖検の結果，I向腹隣諸店員総， 設に淋巴腺には殆んど

在する極細胞を発見することが出来たのでーある（：写真 転車事を認めγ，tc.~!Jfliの辺縁に於て指副大～勤豆大の

8参照）. この像からすれば．相当多数の！蕗細胞が血 もの数個を認めたのみであるカi，その中の1つより血

流中を流れてL、たと思われるのであるが， WI!実に把握 行性転移の像を組織掌的に立証することが出来た．

することは出4こなかったとは言え，恐らく食道周聞の 脳は剖検することが出来なかった．

小静脈と原発癌との聞に交通が成立し，才より全身性 終Dに，御協力をたまわった京え病理学教室武田，

の転移を：Kしたものでは無かろうかと考えざるを得な 今川両学兄に感謝致します．

いのである．私は生前，末梢血より様車問胞の立言正を企

てたが，全て失敗した．剖険時， i通常認められるべき

縦隔；伺の淋巴腺腫脹ヵ：，本症例では殆んど認められ

ず，胸管にも見るべき変化の発見出来なかったこと

も，淋巴性$.t；移をれず前段階に於て，すでに原発信と

血管内肢との交通がついたことを考えさせるに充分で

ある．また輿球あることは，手術癒痕戚いは灸搬痕に

よ く •Iii；移をれしているこ とで，このことはか L る癒痕
が完全な組織化を来す迄には血管の皆富な時期のある

ことを物誇っているものであろう．
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乳房から乳汁を全部吸出するには排池の過程が必要

であるが，この毒l.二就ては今日まであまり知られてい

ない．筆者は授乳中の家兎を用いその仔による 1日1

のl後三手L試験と乳管に挿入せるカニユ F レに依り乳

汁のi率引， j非手L作用を観察した．そして下垂休後紫ホ

ルモyi 凶J，視床下部の屯気刺鉄並びにl波拶実験を行

いJ；の結果を得た．乳房に加えられた唆乳の刺鼓(J:視

床ド部に到り反射性に利。：手L腺に働いて掛字しをおこす

ヵ：，これに関与するのは後葉ホルモンで，中でも，後.f

全抽出物の作用最も九 Oxytocin又（"iVasopressin 

は作用が弱い． 祝床下部に於て， 電気刺較に依l>!J

乳作用をおこす場処fj;Tractus supraopticohypophys・ 

eusで，その窃処の被援は排乳を陣縛する．この際鍬t

後事長・ホノLモシ注射に依り代償され，その誌は麻i町村る

家兎で長大の反応をおこさすに必要なホノレモン鼠に等

しL、． （白数徳治抄訳）


